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。主要な施策の成果

地方自治法第 23 3 条第 4項の規定に基づき、昭和 47 年度日野市一般会計および各特別会計に

おげ る主要な施策の成 果 に つ い て 報 告 し ま す 。

昭 和 48年 11月

日野市長 森 田 喜美男
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主要な施策の成果

総括

昭和 47年度は

o 生活環境の整備と公害対策

。 社会福祉施設の整備拡充

o 教育文化施設整備拡充

0 土木事業と都市計画事業の推進

以上を柱として、次の施策Kついて重点的K行在った。

1 .生活環境の整備と公害対策

昭和 46年度からの継続事業であったゴ ミ処理施設が完成 し、とれK

より 24iJt/日約 20万人分のゴミ処理が可能と在った。又人口急増Kよ

りし尿の排出量も増大し 4ス48年度の継続事業の初年度として酸化処

理方式 Kよる増設を行左い全体の 30係の事業を執行したのをはじめ、

し尿加温設備等、一般廃棄物処理施設の整備K力をいれた。 叉公害対策

としてみどりの確保に努力し小，中学校・幼稚園・保育園等 K植樹を行

い、叉みどりの維持管理のため補助を行った。その他住民の健康診断・

各種検査等積極的左公害対策K力を入れた。更K悪臭とろ床バエ対策左

して多摩平地区下水道処理施設の改良工事が完成した。

2 .社会福祉施設の整備拡充

平山台に心身障害児通所訓練施設を建設し心身K障害のある児童の福

祉増進をはかったのをはじめ高幡台保育園の増築洋び場 7ク所，小地区

センタ -6ク所の建設等、社会福祉・児童福祉施設の整備拡充とその他

福祉施策を重点的K行左い住民福祉の向上をはかった。

3 .教育文化施設の整備拡充

中央図書館を建設し市民K豊富念資料を提供し、調査研究なよび情報

センターとしての役割をはたした。叉幼児教育の振興をはかり地域格差

の不均衡を是正するため K第四幼稚園を建設した。その他第四中学校の

新築をはじめ第三小学校 e第八小学校・第一中学校の増築・第三中学校

第四中学校の屋内運動場の新築・高l幡台小・第三中学校のプーノレ建設な

よび第八小学校用地取得(拡張)等の事業を行左い教育施設の整備と教

育内容の充実をはかった。

4. 土木事業と都市計画事業の推進

市道補助 13号線他 3路線の道路改修，市道多摩平幹線 1号線他 53 

路線の舗装，市道北御越前 1号線他?路線の側溝新設工事等を行左い一

般市道網の整備を行在った。区画整理事業Kついては平山台・神明上・

四ツ谷下の三区画整理事業 K力を入れ水道管の布設，街路築造，舗装，

公園等の事業を行左い、今年度 より万願寺地区の事業認可の準備段階と

して空閑地調査を実施 した。その他駒形公園の整備 ，市営住宅の建設，



事務事業の充実等施策の 目的を十分 K達成するよう効率的左執行につと め

た。
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事業名 事業の概要 事業費 成 果

交通安全対策事業|交通 安全施設整備 16，9 03，0 0 0円| 交通安全施設の整備として通学路を最優先K多摩平幹線 1号線歩道

歩道設置 1，2 28m I財源内訳 |設置工事 をはじめ、特 K危険となもわれる個所K防護柵・道路反射鏡・

防護柵設置 1 9 5 m I 都補助金10，206，666 I区画線等 を設置し市 民を交通災害から守った。

標識 H

区画線 H

反射鏡 N

29本

4.1 0 0 m 

3 3基

一般財源 6，696，334

都市交通災害共済組合加入

小中学校児童・生徒

1 3，7 7 3人

4，43ス550 小・中学校児童生徒及び 70歳以上の老人並びK生活保護者を対象

K都市交通共済組合 K全額市負担Kより加入し交通災害にそ左えた。

7 0歳以上

生活保護者

2，887人

443人

幼児教育対策 事 業|民間幼児教育施設在園児父

兄負担軽減補助

私立幼稚園・保育園児

1 3.0 5 4人

2 1， 4 7 9， 2 0 0 I 私立幼稚園及び私立保育園の園児の保護者K対し、使用料，措置費

の補助をするととにより公立幼稚園との格差を是正し保護者の負担を

軽減するとと Kより幼児教育の振興をはかった。

入

者

6

象対助求
問費励奨園就 4 0 5，0 0 0 より多くの幼児が幼稚園教育を受けられるよう K、個人所得を基準

とし補助金を交付して幼稚園の就園奨励Kつとめた。
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広

事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円
幸良 活 動 事 業 広報縮刷版の発行 1， 7 4 1， 1 2 5 昭和 3 5年 4月から 4 6年 7月までの広報紙を縮刷し、学校，区

広報紙の増ページ 館をはじめ各官公署左どに配布した。約 1 0年間の歩みを知るとと

広報スタンドの設置 でき、行財政の貴重左資料として活用されている。

本年度から広報の 1日号の「な知らせ版」を 2べーヅから 4ペー

V亡、又市役所及び国・私鉄の各駅K広報スタンドを設置する等の事

を行左い市政Vて対する市民の理解 と関心を深めるため K努力した。

害 対 策 事 業 緑化推進 5，4 3ス720 本年は「日野市環境保全K関する条例Jを制定し次のよう左事業

公害監視連絡員の設置 行左った。

測定機器の整備他 緑化保全Uてついては、樹木 14 0本樹林 13 3，，0 89m2
の登録を得

補助金を交付し緑地の保全をはかり、緑化の推進Kついては、公共

設を重点VL3， 9 7 9本の植樹をし緑化事業K努めた。叉公害対策連

協議会及び公害監視連絡員制度を設け、公害K対する市民の関心と

識を高めるとともに公害を早期K解決するとと Kつとめた。

そのほかには、自動車排気ガス Kよる住民健康診断，各河川・用

の水質調査，工場排水調査，大気汚染調査K必要左測定機器の整備

を行い指導監督の強化Kつとめたの

一一一一一

史 編 さ ん 1， 8 1 4，8 8 3 市の歴史を系統的K叙述し、市の発展と市民の郷土 K対する理解

びに愛郷心を深めるため本年度より 5ク年計画で市史の編きんを開

した。初年度として 6月K市史編さん委員会が発足し、 1 2月より

|料の調査収集を開始した。叉マイクロリーダーを購入しマイクロア

ノレムの複写をする等作業は順調 K進んでいる。

ノ:¥.
ふ語、

一

市
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民 生 費



ー

唱上

心身障害者通所訓練施設 地区センター(東光寺)

こども広場(落 J11 ) たかはた台保育園増築

ーも一



① 心身障害者通所訓練施設

② 東光寺地区センター

③ 東 町 !I 

l④ 鹿島台 " S除

⑤ 大 坂西 " 
⑥ 程久保 /1 

⑦ 西 ヶ丘 " 
③ 新 町とども広場

③ 大 和田 /1 

⑬ 田 中 " 
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

心身障害者福祉対策事業 心身障害者通所訓練施設
円

市内の心身K障害のある児童の福祉増進をはかるため心身障害者通1 4，0 6 3，4 8 0 

(希望の家)建築 所訓練施設を建設し通所訓練を行左い在宅障害児の自立更生及び保護

1 モルタノレ平家 1 73m2 
者の負担軽減をはかった。

一 一 一 一 一一ー ー一

i
身体障害者福祉手当 5，6 6 4，5 0 0 1級から 4級の身体障害者及び 1度から 4度の精神薄弱者を保護養

精神薄弱者福祉手当 6 0 2，0 0 0 育している者K心身障害者福祉手当を支給し障害者の福祉増進Kっと

めた。

ト一一-

老人福祉対策事業 臥床老人見舞金 5 7 5，0 0 0 6 5歳以上で、 3ヶ月以上居宅Kねたきりの老人を養護している者

K見舞金を支給し、本人及び養護者を激励した。

敬 老 金 9， 2 1 8，0 0 0 多年Kわたり社会の進展K寄与してきた老人へ長寿の祝金として市

対象者 2，338人 内在住 1年以上の対象者K支給し敬老精神の高揚Kつとめた。

敬老会 2， 4 7 9， 9 0 5 老人を敬い老人福祉 K関する市民の理解と関心を深めるために 1会

参加者 1， 9 6 6人 場、午前と午後K分け前年より 4 5名増のb年寄りを集めて開催した。

健康管理手当 1 3，9 5 3，0 0 0 7 0歳以上の老人に健康管理手当を支給し、健康管理の向上と福祉

対象者 2，398人 の増進 Kつとめた。

‘・ 老人福祉手当 1， 41'9，000 身体上又は精神上の障害のため日常生活K著しい支障のあるねたき

対象者 1 6 2人 り老人K対 し老人福祉手当 を支給し老人の福祉増進につとめた。

-8ー



事 業 名

老人医療

社会 福 祉 対 策事業|地区センターの建設

児童福祉対策事業|新町とども広場新設

他 6件

たかはた台保育園増築

鉄骨平家 1 s 3.4 m2 

乳児医療費助成

受診件数 1， 2 2 9件

生活保護者福祉対策事業|生活保護家庭 5 0 1世 帯

I /.片生 10 4人

| 中 学 生 5日人

事 業 費

1 0，5 5 0，8 8 9 

2 5，7 9 5，0 0 0 

1 1， 5 9 0， 0 0 0 

財源内訳

者B補助金ス 730，0 0 0 

一般財源 3，860，0 0 0 

1 3，2 5 9，4 0 0 

財源内訳

者E補助金 6，888，0 0 0 

一般財源 6，37 1， 4 0 0 

1， 4 4 5，6 3 1 

円

成 果

本年度新しい施策として老人医療費を支給し、適正左医療の確保と

健康保持並び K生活の安定Kつとめた。

前年度 2館に対し本年度は、東光寺，東町，鹿島台，大坂西，程久

保，西ヶ丘!tL6館の地区センターを建設し地域住民の交流、自治会，

老人クラブ，子供会等の集いの場所を設置した。

都市化の影響Kより児童の遊び場・広場が不足し、とれに対処する

ため本年度も土地所有者の協力を得て 7ケ所の遊び場を設置し、児童

の情操を高め健康の維持向上をはかった。

増築により定員が 10 0名から 150名と左り、入園希望し左がら

定員の関係で保留と在っている要措置児童の保留解消をはかった。

本年度新しい施策として、乳児医療費の一部を助成するととにより

乳児の健康管理をはかるとともに保護者の医療費負担の軽減をはかつ

た。

5，1 1 1， 7 9 5 生活保護家庭の小・中学生は一般の学童K比べ外出の機会が少左い

-9-

lの で とれらイー対抗サマインドーを実施した o I 

生活保護家庭の小 中学生代対して入学準備金 学子服購入の差額 ! 



「 事 業 名 事業の概要 事業 費 成 果

を援助した。

生活保護家庭及び医療扶助を受け入院している患者 K対し盆暮に見

• 
舞金・衣類・食糧品等を贈り慰問した。

-10-



• 衛生 費



どみ処理施設

し尿処理施設
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• 

予 防 接 種

除 草
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円
予 防 対 策 事 業 予防 接種 ス61 4，0 0 0 予防接種法K基づぐ とと ろの定期該当者には保護者宛の通知を行左

種 痘 うと共 K、一般住民K対 して は、広報で周知 し接種率の向上 をはかり

百・ジフ・破混合 伝染病予防K努力した。

ジフテ リア また、乳幼児学童K対 してはイ ンフノレエ ンザ ・日脳の予防接種を各幼

急性灰 白髄炎 稚園 ・保育園及び学校で実施 し疫病の蔓延防止K努力した。

日本脳炎

インフノレ エン ザ

休 日救急医療 4，260，000 市民の健康管理の充実をはかるため 、休祭日診療体制を確保 し、急、

患テ レフォンセンタ ーとの歯車がたいへんうまくかみあっ て多ぐの市

民から感謝されている。

環 境 衛 生 事 業 そ族昆虫駆除 ス12 6，0 0 0 市内全世帯を対象(!C6月K衛生害虫駆除薬剤と して、乳剤を、また

1 -1月Kは、ねずみ駆除薬剤を配布した。

消毒作業としては、公共用地・側溝等発生源を対象として各自治会衛

生支部長の指導のもとに実施 した。

除 草 1， 8 2 0，3 0 4 市内のあき地の適正管理を指導し大多数のあき地の除草を行左い、

除草面積 10ス076.70m
2 

生活環境の確保と市民生活の安全をはかった。 . 

火葬場増築 5.54 0，0 0 0 炉の増設な よび火葬場建物の増築等施設の整備を行左い、利用者

の便利をはかった。

-13-
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事 業 名 事業の概要

じん芥 処理事業 どみ焼却施設第二期増設工

事 40 t/8 H 

し 尿 処 理 事 業 し尿処理施設増設工事

50ks/日

し尿消化槽加温設備工事

. 

事 業 費

118，0 0 0，0 0 0 

財源内訳

都支出金 28，000，000 

起 債 88，000，000 

一般財源 2，000，000 

3 3，0 00，00 0 

財源内訳

国庫支出金 4，180，000

都支出金引000，000

起 債12，000，000

一般財源 7，820，000

1 9，8 0 0，0 0 0 

財源内訳

起 債 1 5，000，000 

一般財源 4，800，000 

-14-

成 果

円
4 6年度からの継続事業で本年度 12 0 t /日のどみ焼却施設が

成し、とれVとより 12 0 t /日が 2基と左り、最大能力 24 0 t / 

約 20万人介のゴミ処理が可能とをつ?と。

叉との工事竣功に伴走い焼却炉周辺の道路整備を行った。

4 7 ， 4 8年度の継続事業として酸化処理方式 Kよる処理施設を

設し、本年度は全体の 30係の事業を執行した。来年度との事業が

成するとと Kより 19 1 ks/日のし尿処理が可能と左ります η

し尿処理施設消化槽の加温設備としてボイラ -vcよらず、ゴミ焼

施設の余熱を利用した設備 Vてきり変えたととにより経費・労力の節

と公害防止がはかられた。

r=土ア
ブ己

増

ヒ士フ

ブじ

去p

滅

• 



• 労働費



一 一一一

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円
労働金庫預託金 5，000，000 労働者の団体が行左う福利共済活動のため K金融の円滑をはかり、

その健全左発達を促進するため前年度より 2，00 0，0 0 0円増額した。

ι一一一
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• 農業費



事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円

災 害 復 !日 事 業 豊田 用水 5，63 4，0 0 0 台風なよび集中豪雨により豊田用水と平山用水K被害があり、ただ

ー
平山用水 財源内訳 ちK頭首なよび堰の災害復旧工事を行在った。

都支出金 4，15 8，0 0 0 

一般財源1， 4 7 6，0 0 0 

--16-



商工費



事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円
商工 振興対策事業 小口事業資金貸付 9， 5 0 0，0 0 0 市内の中小企業者の事業を育成し、振興のため小口事業資金の貸付

並びK中小企業従事者の労働条件の改善と福祉増進のため厚生施設建

中小企業厚生施設資金貸付 2，0 0 0，0 0 0 設資金貸付のあっせんを行在った。

一

商工組合中央金庫預託金 スo0 0，00 0 中小企業等協同組合その他，主として中小規模の事業者を構成員と

する金融の円滑をはかるもので、前年度より 2，00 0，0 00円増額した。
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土木費



市営住宅

駒形公園

道路改修(補助 13号線)
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

道 路 事 業 道路補修事業 円 市道補助 13号線他 5路線，道路改修・市道多摩平幹線他 53路線

市道上宿 14号線他 7件 5，2 58，0 0 0 舗装新設をはじめ一般市道の整備を実施した。

舗装補修事業

市道補助 2号線他 8件 1 3，1 7 9，0 0 0 

側溝補修事業

市道補助 12号線他 7件 9，3 1 5，0 0 0 

道路改修事業

市道補助 13号線他 3件 5 0，4 7 0，0 0 0 

舗装新設事業

市道多摩平幹線 1号線 6 4，3 1 6，0 0 0 

他 12件

側溝新設事業

市道北御越前 1号線他 1 8，3 4 8，0 0 0 

5件

水路維持補修事業 湯沢川改修他 11件 4 1，' 6 2 2， 0 0 0 都市イヒととも K各所K見られる宅地造成等Uてよっ て流出した土砂が

用水路K蓄積 され、台風及び大雨時Kないて田畑の冠水，家屋等の浸

水Kよる災害防止につ ξ めた。

橋 梁、 事 業 橋梁新 設 17，539，029 栄橋他 1橋を新設なよび程久保川改修工事K伴をい 3橋を新設し橋

架 替 梁整備Kつとめた。
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事業名 事業の概 要 果事業費 成
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数

数
官官一

面

筆

世

理整番地名町 1， 7 1 6，0 0 0円! 平山地区Kつづき昭和 47年度は豊田地区Vてついて、町名地番の整

理を行在った。

公園築造事業| 駒 形 公 園 築 造

面積1.8 h a 

護岸工事

整地工事

遊戯施設の一部を設置

管理施設工事

16，940，000 

財源内訳

国庫支出金 3，000，000 

都支出金 2，000，000

一般財源11，940，000

昭和 46年度から施行したl駒形公園築造工事は昨年K引き続き護岸，

整地工事なよび外棚等の管理施設を設置し、施設の整備を行在った。

その他の公園 Kついても除草剤散布及び樹木の伐採作業を行左い公園

管理Kつとめた。

市営住 宅 建設事業|第一種

中層耐火 4階建

2 4戸

9 0，1 5スo0 0 

財源内訳

国庫支出金 23，316，000

都支出金 10，824，000 

地方債 41，200，000

一般財源 14，81ス000

前年度Kひきつづき市営住宅を建設し、市民福祉の増進をはかっ た。

街路灯新設及び維持管理|新 きRハ又， 1 7 2本

自治会より移管 1 0 2本

寄 贈 1 3本

修 繕 1， 1 2 5本

電 気 料 2，417本

電気料補助 2，05 3灯

1 0，75ス676 市で新設した 172本，自治会より移管をうけた 10 2本さら K東

京電力側より寄贈を受けた 13本を含む 241 7本K対する維持管理

を行左った。その他、自治会所有灯，住宅公団管理灯K対して電灯料

を補助し負担軽減Kつとめた。

-23-



消' 防 費
，. 



• 

防火貯水 槽
消火器設置

消 防 ポ ン プ 自 動 車
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..~ 

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

震 災 対 策 事業
円

消火器配備 1， 0 9 8，0 0 0 .東京都震災予防条例の制定K より震災対策用として消火器を 5年計

地域配備 246本 画で市内全域左らび K生活保護世帯 K配備し、非常時の災害Vてそ左え

生活保護 244本 た。

，. 

消防施設整備事業 防火水槽 6，936，000 東町公園と鹿島台団地K防火水槽を新設し 第 6分団第 1部 K消防

容量 40m3 2基 財源内訳 自動車を配車し又市内各所に消火栓を設置し消防力の強化 Kつとめた。

消防自動車 i口A 国庫支出金 530，000 

?向 イヒ 栓 地 方 債 4，000，000

一般財源 2，406，000
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教育費
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4・M

第 4中学校校舎・屋内運動場

第 8 小学校増築

Jo 
n
/』

第 5 小学校増築

第 5中学校屋内運動場



. 

高幡台小学校プーノレ

園

中央図

『「
円
ノ
』



事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

二お子ミ-4 校 建 壬員ハ又4 事 業 第三小学校増築 6 8，3 0 0，0 0 0 
円

集団住宅等Kよる人口増Kとも左い児童生徒数の増加 7

鉄筋コンクリート 1.1 70m
2 

財源内訳 れら社会増K対処するため教育施設の整備充実をはかつ声

国庫支出金 20，482，0 00 

都支出金 4，318，000 

地 方 債 43，500，000

第八小学校増築 52，50 0，0 0 0 

鉄筋コンクリート 999m
2 

財源内訳

都支出金14，500，000 

地 方 債 38ρ00，000

第一中学校増築 36，050，000 

鉄筋コンクリート 620 m
2 

財源内訳

国庫支出金 10，38ス000

都支出金 2，355，000

地 方 債 8，800，000

一般財源14，508，000

第四中学校新設 1 8 9， 0 0 0， 0 0 0 

鉄筋コンクリート 3，558 m
2 

財源内訳

国庫支出金 4ス21ス000

都支出金24，286，000

地 方 債 66，600，000

一 般財源50，89ス000
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「一一

事 業 名 事業の概 要 事 業 費 成 果

円
屋内運動場建設事業 第三中学校 4 3，2 7 0， 0 0 0 冬期なよび雨天の日 Vても体育教育が計画的に行左うととが出来、教

鉄骨 1，1 27m
2 

財源内訳 育内容の充実と教育施設の整備をはかった。

国庫支出金 8，756，000 

都支出金 6，16ス000

地 方 債 6，600，000

一般財源21，74ス000

第四中学校 4 6，27 0，0 0 0 

鉄 月円， 1，1 3 6m
2 

財源内訳

都支出金14，761， 0 0 0 

地 方 債 10，000，000 

一般財源21，509，000

一 ー

プーノレ建設事業 高幡台小学校 2 0，5 50，0 00 体育教育の充実と教育施設の整備充実をはかるととも K循環装置の

25mx11m 財源内訳 取付けにより水中の浮遊物の除去等衛生面や経費の節減Kついて改良

都支出金12，500，000 した。

一般財源 8，050，000

第三小学校 2，4 7 5，0 0 0 

プール循環装置取付

第五小学校 2，730，000 

プール循環装置取付

」

ハア
門
/
」



事業名 事 業 の 概 要

幼稚園 建 設 事 業 | 第 四 幼稚園

鉄 骨 495m
2

学校用地取得事業|第八小 学 校 ( 拡 張 )

面積 2，284m
2 

学校開放事業|防球柵 施設

家庭教 育関係事業|家庭教育通信

家庭教育学級

家庭教育講座

家庭教育相談

事業費 成 果

円
3 0， 0 4 5， 0 0 0 I 幼児教育の振興をはかり地域格差の不均衡を是正するため、教育施

財源内訳 !設を整備した。

国庫支出金 4，905，000

都支出金25，140，000 

6史o9 3，7 2 1 

財源内訳

起債 62，000，000

一般財源 矢093，721 

2，1 0 0，0 0 0 

3，82 8，0 0 0 

-30-

人口急増K伴走う児童数の増加に対処するため隣接地を買収 した。

市立小中学校の校庭・プーノレを開放し、一般市民の利用 K供してい

るが、第一中学校の夜間照明施設の設置Kより利用も増加し学校周囲

の一般住宅K迷惑をかけ左いよう第一・第二中学校の防球柵施設を設

置した。

当市の家庭教育は「親自身が学ぶJ r個性豊か在家庭J i家族ぐる

みの家庭教育」が基本と左り家庭教育通信・家庭教育学級・家庭教育

講座・家庭教育相談の事業を 4本柱として、学習や相談の機会を提供

し家庭教育の振興をはかつてき た。特K家庭教育通信は「集める社会

教育から学習素材を届ける社会教育へ」と脱皮した新しい形の社会教

育として全国的K注目されている。



事業名 事業の 概要 果事 業 費 成

訪 問 級| 週 5回訪問学
円

1， 331， 314 I 七生中学校 K訪問学級を開設し肢体不自由生徒の家庭Kなける訪問

教育を実施し、運動会参加・宿泊訓練の移動教室等は他の訪問学級に

例を見左い画期的事業と在ったの

育 相教 談|幼・少・中校の幼児・生徒

のカ汐ンセリング・知育包テ

ス↑・児童生徒理解左どに

ついての教育相談

7 2 1， 0 0 0 月二回・教育相談研修会，週二回教育相談を実施し、相談件数 106

件の内訳は

1 性格行動に関するもの

2. 精神・身体K関するもの

26件

1 2件

3. 知能学業(進路・適性 )VC関するもの 62件

4. 家庭環境問題K関するもの 6件

とれら教育相談Kより教育内容の充実Kつとめた。

中央図書館新築事業|鉄筋コンクリート

地下 1階，地上 2階

2.2 20m
2 

1 6 5，0 9 5，0 0 0 

財源内訳

国庫支出金 25，000，000

都支出金48，648，00 0 

地方債 6ス000，000

一般財源24，44ス000

一一

市立図書館は 6分館，移動図書館( 2台)により運営し、事業を行

まっているが中央図書館を建設したとと Kより豊富念資料の提供，調

査研究なよび情報資料センターとしての機能を持ち、市民サーピスの

向上Kつとめた。
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都市計画事業特別会計



区画整理事業

2. 神明上区画整理事業

3. 四ツ谷下区画整理事業

4. 万願寺区画整理事業

-3合ー



事業名 事業 の概要 事 業 費 成 果

331t-α 
円

昭和 40年 6月 7日付区画整理事業区域の決定を行左い区画整理事調査面積 3，2 5 9，0 0 0 

業を行左うべく、本年の目 標を事業認可の準備段階 とし、空閑地調査

を実施 した。

平山台土地区画整理事業 総面積 1， 2 8 1， 9 58m2 8ス77 6，1 3 6 昭和 38年 9月 19日付事業認可を受け、事業を施行 してきたが、

事業 も終末K入り、本年の事業目標を残事業の完結 というととで水道

管布設，交通安全施設，植栽 ，舗装等諸工事を施行した。

神明上土地区画整理事業 総面積 1， 3 3 2， 5 79m2 2 48，424，60 7 昭和 41年 10月 1日付事業認可を受け、事業を施行 してきたが、

事業の進捗Vてとも左い、 本年の目標を幹線街路 ，区画街路，公園 ，水

路 ，家屋移転等K重点を置いて施行した。

四ッ谷下土地区画整 総面積 1 4 9，9 12m2 33，318，896 昭和 41年 10月 1日付事業認可を受け、 事業を施行 してきたが、

理事業 事業進捗Kとも左い、本年の事業目標を水道管の布設，区画街路， 舗

装 ，水路 U字溝の改修， 整地， 家屋移転等の諸工事K重点を置いて施

行した。

• 
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下水道 事業 特別 会計

• 



多摩平地区下水道処理施設

-か

ー
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円
下 水 道 事 業 撒布ろ床方式を曝気槽方式K 5 4，50 0，0 0 0 昭和 4 6 ， 4 7年度の継続事業Kより終末処理場の改良工事を完成

改良 財源内訳 し、とれ Kよって悪臭・ろ床ノミエなよび放流水質等の公害防止をする

起 債 44，000，000 ととが出来た。

一般財源 1 0，500，000 

ー
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財政 状況の資料



昭和 47 年度 各 会計決算総括表

歳 入 表

予 算 額 決 算 額

継続費

当初予算額 及 び
前年度から繰越

別途積立
会 計別 繰 越 継続費

他会計
財産繰入 市債元金 言十

補 正 事業費 計 純歳入
及び繰越 歳入歳出 並 び K

予算額計
繰 越 言十 から繰入 借替収入

(総歳入)
財 源、 事業費 差引残金 運 用

充当額 繰越財源

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

一般会計 5，4 1 3，07 5，00 0 。5，4 1 3，0 7 5，0 0 0 4，8 95，61 6，6 66 。 64，313，466 64，31 3，4 66 。 。509，500，000 5，4 69，430，1 32 

国民健康側検
428，83号000 38ス82ス030 14，026，802 428，83引000 。 。 14，026，802 29，229，000 。 。43 1，0 82，8 3 2 

特別会計

都市計画事業
74呪694，000 4 28，6 58，52 3 183，693，676 183，693，676 749，694，000 。 。 119，439，807 。 。731，792，006 

特別会計

下水道事業
88，670，000 12，894，418 2，876，375 88，670，000 。 。 2，876，375 2只742ρ00 。 44，000，000 89，512，793 

特別会計
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樹木口 47 年度 各会計決算総括表

歳 出 表

予 算 額 決 算 額 差額(不用額)

会計別 当初予算額 継続費及び 継続費及び 思リ 途
翌年度 前年度 言十

他会計
言十 純歳出 繰越事業費 積立財源 ""'- 不用額

執
へ繰出 繰越額 繰と充用 (総歳出)予算 額 計 繰 越 額 行 額 へ繰入 業費

. 

7 7， 3 7 6，9円50|| 

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

一般会計 5，4 1 3，0 7 5，0 0 0 。5，413，075，000 5，04ス274，540 。1 85，4 1 0，8 0 7 103，012，723 。 。5，335，698，070 。

国民館表備換
4 28，8 3 9， 0 0 0 。428，839，000 39 6，4 8 2，2 6 1 。 。 。。 。396，482，261 。

特別会計

都特市別言れ会函事業言.~ 7 4 9， 6 9 4，0 0 0 。
7…川“… 。 。 。。 。4 1 0，81 8，4 9 7 538，875，503: 。

「下水道事業
88，670，000 88，670，000 83，30ス521 。 。 。

山 1521 ! 5562A79|悔別会計
。 。 。
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目白和 47年度 決算状況(普通会計)
歳 入 歳 出

(款) (決算額)(構成比) (款 ) (決算額) (構船七)
間及アltででlそ|-~ 

2，951，023 千円 48.6デ 68，988 千円 1.2ゲ
1.4~らの 、、

市 税 議 会費 hL ¥ 

地 方 譲 与 税 18，434 0.3 総務費 727，729 13.0 

自動車取得税交付金 55，987 0.9 民生費 975，188 17.4 

地 方 λヲAで、 付 税 80，278 1.3 衛生費 627，018 11.1 

交通安全対策特別交付金 6.392 0.1 労働費 11，352 0.2 

分担金 及び負担金 28，682 0.5 農業 費 30，402 0.6 
都支出金 ~ V、以¥ 市 税

使用料及び手数料 83，681 1.4 商 工 費 34，481 0.6 
(歳入! 48.6%  10.39"0 

国 庫 支 出 金 702，862 11.6 土 木 費 9 91，265 17.6 

都 支 出 金 625，336 10.3 消防費 163，971 2.9 

財 産 収 入 75.592 1.2 教育費 1.742.614 31.0 

寄 付 金 24.654 0.4 災害復旧費 5.447 0.1 

繰 越 金 248.008 4.1 公債費 241，583 4.3 

諸 収 入 664.315 10.9 合計 5，620.038 100.0 

地 方 債 509.500 8.4 / ¥慎畠¥費¥9f71 ¥ ~/ 11.6% 

ぷ口:... 計 6.074.744 100.0 / 

¥ ¥ ¥ I 
教 育費

11.1% 
3 1.0~ら

民生費
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市 税 の i議 収 実 緩

(単位:千円)

λト〈ご
調 定 済 額 済 額 徴 (%) 収 入 収 率

現年課税分 滞納繰越分 ぷ口』 計 現年課税分 滞納繰越分 メ口〉、 計
ZX100 3X100 空a;x 100 種目別

③ ⑤ 。 ⑨ ⑦ ⑬ 徴収率 ) 

ー-立回立 通 税 2， 7 7 9， 5 2 7 4 7， 9 4 1 2，8 2 7，4 6 8 2，7 4 8，8 9 1 3 0，4 9 0 2，7 7 9，3 8 1 9 8. 9 6 3.6 9 8.3 9 7.8 

1 法定普通税 2，7 7 9，5 2 7 4 7， 94 1 I 2，8 2_ 7ι6 8 2，7 4 8，8 9 1 3 0，4 9 0 2，7 7 9，3 8 1 9 8. 9 63.6 9 8.3 9 7.8 

(1) 市 町村民税 1， 4 7 5，9 5 6 3 5，6 25 1， 5 1 1，5 8 1 1，4 5 2，5 3 0 2 1，7 2 1 1， 4 7 4，2 5 1 9 8.4 6 1. 0 9 7. 5 9 6.2 
a 

同 個人均等割 1 4，480 4， 5 1 9 1 8， 9 9 9 1 4，28 7 2，6 8 8 1 6， 9 7 5 9 8. 7 5 9.5 8 9.3 9 8.2 
弓 司手

げ)所 午尋 害リ 1，1 2 3，1 6 2 2 8，9 8 8 1，1 5 2，1 5 0 1，1 0 1，6 9 6 1 7，2 4 2 1， 1 1 8，9 3 8 9 8.1 5 9.5 9 7.1 9 6.9 

上記のうち退職所得分 1 7，0 3 2 1 7， 0 3 2 1 0， 2 2 8 1 Q，2 2 8 6 0.1 6 0.1 100.0 

(坊法人均等割 2，317 1 5 2，33 2 2，303 1 3 2，316 9 9.4 8 6.7 99.3 9 2.0 

伴)法 人 税 害リ 3 3 5， 9 9 7 2，1 0 3 3 3 8，1 0 0 33 4，244 1， 7 7 8 3 3 6，0 2 2 9 9.5 8 4.5 9 9.4 9 6. 7 

(2) 固定資産税 954，340 1 0，6 6 0 96 5，00 0 948，332 8， 1 5 1 9 5 6，4 8 3 9 9. 1 9 8. 7 

(7)純固定資産税 9 10，940 1 0，6 6 0 921， 600 9 0 4， 9 3 2 8，1 5 1 9 1 3，0 8 3 9 9.3 7 6.5 99.1 98.6 
、-

(1)土 地 1 4 8，0 4 0 2，934 1 5 0，9 7 4 1 4 7， () O 4 2， 2 4 3 1 4 9，3 0 7 9 9.3 7 6.4 9 8.9 9 8.6 

(11) 家 屋 3 8 0，8 9 8 7， 7 2 6 3 8 8，6 2 4 3 7 8，38.6 5，90 8 3 8 4，2 9 4 9 9.3 7 6.5 98.9 98.6 

oii) 償却資産 3 8 2，0 0 2 3 8 2，0 0 2 3 7 9，4 8 2 3 7 9，4 8 2 9 9.3 9 9.3 9 8. 6 

げ) 交付金・納付金 43，400 4 3，4 0 0 43，400 4 3，40 0 1 0 0.0 100.0 100.0 

(j)交付金 1 4，0 8 9 1 4，0 8 9 1 4，0 8 9 14，089 1 0 0.0 100.0 1 0 0.0 

(ii) 納付金 2 9， 3 1 1 2 9，3 1 1 2 9，3 1 1 2 9，3 1 1 1 0 0.0 100.0 1 0 0.0 

(3) 軽 自 動車税 1 7， 7 1 9 1，6 5 6 1 9，3 7 5 1 6，5 1 7 6 1 8 1 7， 1 3 5 93.2 3 7. 3 8 8.4 90.9 

(4) 市町村たばこ消費税 1 8 8，3 7 0 1 8 8，3 7 0 1 8 8， 3 7 0 1 8 8，3 7 0 100.0 100.0 1 0 0.0 

(5) 電気ガス税 1 4 3， 1 4 2 1 4 3，1 4 2 1 4 3，1 4 2 1 4 3， 1 4 2 100.0 1 0 0.0 1 0 0.0 
一目 的 税 1 7 1，7会8 1，342 1 7 3，0 90 1 7 0，6 1 5 1， 027 1 7 1，6 4 2 9 9.3 7 6. 5 9 9.2 9 8. 9 

1 入 湯 税 同，

2 都市計 画税 171， 748 1，342 1 7 3，0 90 1 7 0，6 1 5 1， 0 2 7 171， 642 9 9.3 ? 6.5 9 9.2 9 8. 9 

(1)土 地 1 0 8，3 9 4 847 1 0 9，2 4 1 1 0 7，6 7 9 647 1 0 8，3 2 6 99.3 7 6.4 9 9.2 9 8. 9 

(2) 家 屋 6 3，3 5 4 4 9 5 6 3，8 4 9 6 2.9 3 6 3 8 0 63，316 9 9.3 7 6. 8 9 9.2 9 8.9， . 
三旧 法 V亡 よ る 税 白 ， ._ 

ぷ口』 言十 2， 9 5 1， 2 7 5 -" 4 9， 2 8 3 3，0 0 0，5 5 8 2，9 1 9，5 0 6 3 1，5 1 7 2，9 5 1，0 2 3 98.9 6 4.0 9 8. 3 9 7.9 

国 民健康保険税 141， 665 7，69 6 1 4 9，3 6 1 1 3 7，0 3 0 5，424 1 4 2，4 5 4 9 6. 7 7 0.5 9 5.4 9 3. 7 

n
y
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歳 出 の 状 ;兄

性質別経費の状況

(単位:干円)
ーー一一寸

昭 末日 4 7 年 度 昭 芳日 46 年 度

区 分
左のうち臨時的なもの(日 差引経常的 左の|内 訳 決算額 経収常支 決算額 経常収支

決 算 額
ヤ← 左のうち経常

なもの 構成比

比(%率) 

決算額 構成比 比 率
(刈 特定財源 一般財源 凶一(悶 特定財源 一般財源 CO/O) 一 般 財 源

CO/O) C%) 

1 人 件 費 ( a ) 1.423，810 2，100 3，828 1，417，882 113，612 1，304，270 25.3 44.3 1，114，417 1，002，396 20.9 42.0 
ー一←一

2 物 件 費 654，112 3，570 11，982 638，560 211，126 427，434 11.7 14.5 550，674 378，898 10.3 15.9 

3 維持補修費 86，631 86.631 3，619 83，012 1.6 2.8 30，753 30，043 0.6 1.3 

4 扶 助 費 会87，816 487，816 446，103 41，713 8.7 1.4 328，7 73 会1，183 6.2 1.7 

5 補 助 費 等 382，388 5，000 55，474 321，914 42，289 279，625 6.8 9.5 263，969 261，523 4.9 11.0 
F 

内
(1) 一部事務組合負担金 6，170 6，170 6，170 0.1 0.2 7，432 7，432 0.1 0.3 

訳 (2) そ の 他 376，218 5，000 55，474 315，7会会 42，289 273，455 6.7 I 9.3 256，537 254，091 4.8 10.7 

6 公 債 費 241，579 241，579 8，329 233，250 4.3 7.9 168，387 162，590 3.2 6.8 

内
(1)元利償還金 241，579 241，579 8，329 233，250 4.3 7.9 168.303 162，506 3.2 6.8 

訳 (2) 一時借入金利子 84 84 

? 積 立 金 103，013 3，013 100，000 1.8 101，825 1.9 

8 投資及び出資金・ 貸付金 28，081 19，500 8，581 0.5 61，937 

9 繰 出 金 97，267 97，267 1.7 135，382 2.5 
一

1 0 前年度繰上充用金

計 (1--10) 3，504，697 33，183 277，132 3，194，382 825，078 2，369，304 62.4 80.4 2，756，117 1，876，633 51.7 78.6 

1 1 投 資 的経費 2，115，3会1 1，360，479 7 54，862 37.6 2，580，259 

うち人件 費 (b) ， 

(1) 普通建設事業費 2，107，005 1，356，321 750，684 37.5 2，57 7，001 48.3 

|うち単独事業費 1.501，841 860，702 641，139 26.7 1，837，098 34.4 

(2) 災害復旧事業費 5，447 会，158 1，289 0.1 、

(3) 失業対策事業費 2，889 2，889 3，258 

歳 出 ムロ 言十 5，620，038 1，393，662 11，031，994 3，194，382 825，078 3，369，304 100刀 5，336，376 1，876，633 100.0 

|うち人件費 (a)+(b) 1，423，810 2，100 3，82811，417，882 113，6 12 1，304，270 25.3 1，114，417 1，002，396 20.9 

歳出構成比 ('10 ) 100.0 24.8 18.4 56.8 14.7 42.2 100，0 35.2 

」一一一
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普通建設事業の状況

(単位・千円)

財 源 内 訳
区 分 決算額

国 庫 支 出 金 都支出金 地 方 債 その他特定財源 一般財源
ト一一

議 ~ 費 1， 5 2 3 1，5 2 3 

総 務 費 2 0， 7 4 4 2 0，74 4 

民 生 費 9 8，7 1 0 1 4，6 1 8 8 4， 0 9 2 
同一

衛 生 費 1 8 8，5 8 5 4， 1 8 0 3ス000 1 1 5，0 0 0 3 2，4 05 

商 工 費 8， 0 0 0 8，000 

土 木 賛 7 1 0，9 3 4 2 6，3 1 6 4 3， 1 4 9 8 4，20 0 3 5 0，5 4 9 2 0 6， 7 2 0 

I月 防 費 2 6，5 4 1 530 6，745 4，000 1 5，2 6 6 

" 

教 育 費 1， 0 5 1， 9 6 8 2 0ス65 9 1 5 6.0 7 5 3 0 6，3 0 0 3 8 1， 9 3 4 
ーー

メ口入 計 2， 1 0ス005 2 3 8，6 8 5 2 5ス587 509，500 3 5 0，5 4 9 7 5 0，6 8 4 

一一一J
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方 債 現 在 口問 の 状 況

(単位:干円)

昭和 46年度 昭和 47年度 昭和 47年度元利償還額 ⑨の財源内訳 差引現在高
⑨のうち

③の 借 入 先 別 内 訳2l| 区 介 ④+③。末現在高③ 発行額③ 7c 金 ⑨ 利 子 計 ⑨ 特定財源 税等
(勤

交付公債分 政府資金 その他

1 一 般 公 共 事 業 債 15，231 1，768 2，297 会，065 生，065 13，463 13，463 

2 一 般 単 Z虫 事 業 債 47，793 4，000 3，002 1，562 4，564 I 4，564 36，6 1 9 I 1 2.1 7 

3 公営住宅建設事 業 債 84，235 41，200 1，594 5，032 6，626 6，626 123，841 123，841 

会 義務教育施設整備事業債 I1.111，000 146，300 87，014 7 0，2 16 157，230 I 1，703 155，527 1，170，286 5 89，326 5 80，960 

5 辺 地 対 策 事 業 債

産業廃棄物処理事業債6 

? 災 室Eコ主 復 |日 費|

(1)単独災害復旧事業債

ゲ) 単独災害復旧事業債(除火災)

行 ) 冗 利 補 給 付 小 災 害 債

( 均歳入欠かん等債

伴)火災復旧事業債

(2) 補助災害復旧事業債

8 一般廃棄物処理事業債 280，987 115，000 20，815 16，925 37，740 37，740 37 5，172 360.1 72 15，000 

9 厚生 福 祉 施 設 整 備 事 業 債| 48，768 1，713 3，090 4，803 も，803 47，05 5 47，055 

10公 共用地先行取得事業債

11市町村民税 臨時滅税補てん債

12退 職 手 当 債

13転 貸 債

14過 疎 対 策 事 業 債

15国の予算貸付・政府関係機関貸付債|
一一一

(1 )転貸 K よ る も の

(2) そ の 他

16同 秀日 対 策 事 業 債

(1) 法第 10条によるもの

(2) そ の他の も の

17都 道 府 県 貸 付 金 330，674 203，000 6，939 19，612 26，551 26，551 526，735 526，735 

他18そ の

計 (1--18) 118，734 
h 

メ口~ 1，918，688 509，500 122，845 241，579 8，329 233，250 2，305，343: 1，1 70，会 76 1，134，867 

上記のうち交付公債の直轄事業負担金
. 
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地 方 債 倍 入 先 別 お よ び 利 率 別 現在高の状況

(単位:千円)

二子」二昭和 46年 昭和 47年 昭和47年 差引現在高 ⑨ の 利 率 別 内 訳

度末現在高 度発行額 度償還元金 ③+③べ⑨。
6分3厘以下 6分 5厘以下 7分 3厘以下 8分未満③ ⑨ 額 @ 7分会厘以下 ?分 6厘以下 8分以上

1 政 府 資 金 1，018，073 220，700 68，297 1，170，476 114，023 1，056，453 

(1) 資金運用部 722，073 88，000 60，928 7 49.145 95，632 653，5 13 

げ)および(均以外

内 げ)のもの 437，295 会1，519 395，776 395，776 

内
厚生年金保険積立金

げ) 還元融資Kよるもの
235，035 88，000 17，228 305，807 95，632 210，175 

訳
訳 国民年金の特別

(ワ) 融資によるもの 49，743 2，181 47，562 47，562 

(2) 簡易保険局 296，000 132，700 7，369 421，331 18，391 402，940 

2 公営企業金融公庫
一噌

8 国の予算貸付、政府関係機

関貸付(公営企業金融公庫を除く)

会 市 中 委長 行 594，300 48，000 49，500 592，800 486，400 106，400 

5 その他の 金融機関

6 保 険 会 社

7 〆デで、 付 公 債 ー 』ー

内 ( 1) 直轄事業負担 金 -.--

訳 そ の 他

8 市 場 公 募 債

共 済 組 メ口』

9 
(恩給組合を含む。)

8，141 1，513 6，628 120 6，508 

10 外 国 債

11 そ の 他 298，174 3，535 535，439 8，704 526，735 

ぷEL1 計(1-11 )⑨  1，918，688 509，500 122.845 2.305，343 122，727 1.583，308 492.908 106.400 

⑨ の
証書借入分 1.330，6 94 461，500 79，651 1.712，543 122，727 iu83，808 6.508 

証券発行分 587，994 - 48，000 43，194 592.800 486，400 106.400 
内
訳 うち登録債 587，994 48.000 43.194 486，400 
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¥節--_ _  別1 、区----...__ 分 議 会費 総 務費 民生費

1報 酬 26，550，000 2，345，420 2，990，300 
2給 料 タ，818，700~16 ， 021 ，453 126，070，510 
3職員 手 当等 21，892，387 207，330，904 106 ，227 ，241 
4共 済 費 2，580，060 38，912，561 12，335，247 
5災 害 補 償費 。 9，360 。
6恩給及び退職年金 。 。 。
?賃 金 。1，738，300 1 ，462，470 
8報 償 費 。9，962，120 23，661，982 
9旅 費 2，070，660 2，908，224 512，248 

110交 際 費 1，094，394 2，246，507 。
11需 用 費 2，589，446 41，023，147 35，608，624 
12役 務 費 74，972 15，397，769 3，119，454 
13委 託 料 299，300 33，876，659 19，857，212 
14使用料及び賃借料 36，790 3，476，074 238，768 
15工 事請 負 費 o 1 39，427，000 67，179，800 
16原 材 料費 。 383，115 28，300 
17公有財産購入費 。4，423，819 。
1B備 品 購 入 費 1，640，740 10，9印，124 7，728，571 
19負担金補助及び交付金 326，000 54，184，496 5，648，328 
初扶 助 費 。 o 1481 ，520，856 
2]貸 付 金 。 。 500，000 
22補 償補燦及 び賠償金 。 197，565 。
23償還金利子及び割引車 。7，041 ，666 。
24投資及び出資金 。 356，606 。
ぉ積 立 金 01103，012，723 。
26寄 付 金 。 。 。
27公 言果 費 15，000 355，000 。
28繰 出 金 o J 23，654，000 36，229，000 

予 備 費 。 0: 。
ムロ 言十 68，988，449 819，193，612， 930，918，911 

各款。節別決算額一覧表

(一般会計)

衛生費 労働費 農 業費 商 工 費 土木 費 消防費

。 7，500 2，445，000 4，800 129，100 3，389，200 
58，551，400 930，000 8，403，900 1，600，200 46，848，523 。
54，340，454 874，717 7，337，415 1 ，640，521 40，764 ，487 。
5，939，673 91，992 830，149 158，363 4，644，446 。

。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。

2，496，800 。 。 。3，784，550 。
825，5却 471，100 393，600 164，300 107，400 1，134，150 
106，340 6，280 433，060 23，820 760，350 302，251 。 。111，000 。 。 79，670 

35，232，235 188，840 1，194，206 244，867 13，994，689 3，186，976 
662，887 。30，085 35，580 192 ，744 93，003 

157，697，810 300，000 315，640 700，000 ~41 ，788，853 119，985，000 
1，026 47，650 2，000 33，000 20，853 4，360 

197，539，000 015，380，000 o 1291 ，805，400 6，595，000 
203，825 1 ，953，715 。 。7，198，085 。

。 。 。 o 1 13，418，598 。
3，090，420 1 ，250 100，300 11 ，000 3，727，515 6，214，950 

102，294，315 1，478，520 8，872，611 11，364，650 18，573，837 6，237，989 。 。 。 。 。1 ，印8，000
015，000，000 o 118，500，000 。 。
。 。 。 。367，417 。
。 。 。 。 。 。

3，000，000 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。

7，500 。 。 。 32，500 20，000 

。 。 。 01149，181，807 。
。 。 。 。 。 0' 

621，989，215 11 ，351 ，564 35，848，966 34，481 ，101 737 ，341 ，154 148，340，549 
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(単位:円)

教育費 公 債費 予備費 予算額 決算額

9，766，933 。。48，675，000 47，628，253 
190，070，914 。。659 里54~_&QQ 6民 315，600
160，233，Q38 。。6位，620，000 600，641，164 
18，678，078 。。84，410，000 84，170，569 。 。。 10，000 9，360 

口 。。 。 。
7，611，130 。。18，288，000 17，附云日
20，312，851 。。58，350，000 

57，08338，，00545 6 
2，664，813 。。11 ，749，000 9，7 

467，043 。。 4，075，000 3，998，614 

108，965，990 160 。252，188，000 242，229，180 

10，075，382 4，090 。32，197，000 29，685，966 
53，928 :568 。。533，039，000 528，749，042 

18，053，a1 。。22，813，000 21，913，602 

843，595，780 。。1 ，465，371 ，000 1 ，451 ，521 ，980 
4，922，590 。。15，476，000 14，689，630 

71 ，300，721 。。89，144，000 89，143，138 
112~601 ， 51 3 。。148，677 ，000 146，025，383 

16，267;706 。。228，307，000 2 25 ，243 ，452 

5，712，825 。。495，727，000 488，331，681 。 。。24，000，000 24，000，000 
。 。。 952，000 564，982 

29，697，420 241 ，578，823 。285，565，000 278，317，909 
725，100 。。 4，117，000 4，081，706 。 。。1 03 ，01 3 ，000 103，012，723 。 。。 。 。
15，000 。。 533，000 445，000 
。 。。211，067，000 209 ，064 ，807 。 。。13，169，000 。

1，685，661 ，476 24i，583，073 。5，413，075，000 5，335，698，070 



般 会 計 給 費与 円
刀

r
p
L
r
 細 室田

(単位・千円)

予 算 科 目 職 貝 数 給 与 費
ー一一一ーー」 共済費 メ口入 言十

款 項 特別職 一般職 報 酬 給 料 職員手当等 言十
:;r-

1.議会費 3 0人 ? 人 2 6，5 5 0 矢81 9 2 1， 8 9 2 5 8，2 6 1 2，580 6 0，8 4 1 

1.議 会 費| 3 0 9 26，550 9，81 9 21， 892 58，2 6 L 2，580 60，841 

2.総務 費 249 2 0 0 2，34 5 2 1 6，0 2 1 2 0ス33 1 4 2 5，6 9 7 3 8，9 1 3 4 64，6 1 0 

1総 務 管 理 費 7 7 1 0 1 2 6 1 1 1 1， 9 9 3 1 1 5，5 4 9 22ス803 2 8，6 2 1 2 5 6，42ド 4 

2.徴 税 費 1 0 4 5 7 5 4ス360 41， 669 89，104 4，693 93，797 

3.戸籍住民基本台帳費 。 4 7 。 4 8，1 0 6 4 0，5 8 3 8 8，6 8 9 4，75 1 9 3，4 4 0 

4.選 挙 費 1 2 1 4 925 4，408 5，79 0 1 1， 1 2 3 439 1 1， 562 

5.統 言十 調 査 3 9 。 624 。 。 624 。 624 
ー同

6.監 査 委 員 費 2 5 4 6 0 4，1 5 4 3， 7 4 0 8，354 409 8，763 

3.民生費 8 6 1 5 6 2，990 1 2 6，0 7 1 1 0 6，2 2 7 2 3 5，28 8 12，335 2 4ス623

1.社 会 ネ冨 ネ止 費 6 9 4 2 1，382 3 5， 1 1 9 29，715 66，216 3，340 69，556 

2.児 童 ネ止 費 1 6 1 0 7 1， 248 84，795 7 0，7 7 3 1 5 6，8 1 6 8，390 1 6 5，2 0 6 

3.生 活 保 護 費| 7 360 6，15 7 5， 7 3 9 12，256 605 1 2，8 6 1 

4.衛生費 。 5 6 。 58，551 5 4，3 4 0 1 1 2，8 9 1 5，940 1 1 8，8 3 1 

1.保 健 衛 生 費!
。 1 5 。 1ス033 1 5，1 5 7 32，1 9 0 1， 680 33，870 

2.清 掃 費
。 4 1 。 4 1， 5 1 8 39，183 8 0，7 0 1 4，260 8 4，9 6 1 

5.労働費 1 1 8 930 875 1， 8 1 3 9 2 1， 905 

1.失 業 対 策 費 。 。 930 875 1，8 0 5 9 2 1， 897 

2.労 働 諸 費 1 1 。 8 。 。 8 。 8 

20 8 2，445 8，404 ス337 1 8， 1 8 6 830 19，016 

1農 業 費 2 0 8 2，445 8，40 4 ス337 830 19，016 
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(単位:干円)

一一ー- ー一一-ー 一 一 一

予 算 手ヰ 目 職 員 数 給 与 費
ト町 共済費 メ口h、 計

款 項 特別職 一般職 報 酬 給 料 職員手 当 等 計

ス商工 費 3人 2 人 5 1， 6 0 0 1， 6 4 1 3，246 1 5 8 ろ， 404

1.商 工 費 3 2 5 1， 6 0 0 1， 6 4 1 ろ，246 1 5 8 ろ， 404

8.土木費 4 0 48 1 2 9 4 6，8 4 9 4 0，7 6 5 8ス743 4，64 5 9 2，38 8 

1.土 木 β回t写 理 費 。 ? 。 呪378 8，903 1 8，2 8 1 977 19，258 

2.道 路 橋 梁 費 。 26 。 25，3 1 1 2 1， 6 29 4 6， 9 4 0 2，49 9 49，439 

3.都 市 言十 画 費 4 0 1 1 1 2 9 1 1， 7 8 3 1 0， 1 4 7 22，0 59 1， 1 6 9 2 3，2 28 

4.住 宅....... 費 。 2 。 37 7 86 4 6 3 。 463 

呪消防 費 499 。 ろ， 389 。 。 ろ， 389 。 3，389 

1.消 防 費 499 。 ろ，389 。 3，389 。 3，38 9 

1 O.教育費 1 5 4 206 守、 7も7 1 9 0，0 7 1 1 6 0，2 3 3 3 6 0，0 7 1 18，678 3 78，749 
一

1教 育 ~出vC'、 務 費 4 2 1 1， 2 1 9 23，250 2ス304 2，2 7 1 5 4，04 4 

2./J、 一戸時r 校 費 4 7 1 1 3 4，97 3 1 0 0，1 4 8 7 8，04 6 1 8 3，1 6 7 矢888 1 9 3，0 5 5 

3.中 すA斗ら一 校 費 1 9 1 7 1， 6 2 5 1 6，2 6 1 3 0，4 3 6 1， 568 32，004 

4.幼 稚 園 費 6 2 1 4 68 1 9，9 82 15，088 3 5，5 38 1， 9 3 2 3ス470

5.社 会 教 育 費 6 2 2 8 1， 1 2 3 24，436 2 1， 1 6 4 4 6，7 2 3 2，430 4 9，1 5 3 

6.保 健 体 育 費 1 6 6 359 5，994 6，08 1 1 2，4 3 4 589 1 3，0 2 3 

メ口入 言十 1， 0 9 2 686 4ス628 ! 658，316 ， 6 0 0， 6 4 1 ! 1， 3 0 6， 5 8 5 j 8，4，1 7 1 1， 3 9 0，756 
一一一一一一...l..一一一一ーー一一一一一一一一ー

扶 養 手 当 19，296 時 間 外勤務手当 19，325 

調 整 手 当 5 5，5 23 宿 日直 手 当 2，560 

職員 手 当等 の内 訳
管 理職手当 2ス12 6 イ主 居 手 当 1 1，8 3 5 

特 殊勤 務 手当 6，552 児 童 手 当 342 

通 動 手 当 1 4，6 9 0 期末勤勉手当 419，492 

退 職 手 当 2 3， 9 0 0 
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基金の運用状況



。基金運用状況

地方自治法第 241条第 5項の規定に基づき、公益質屋基金。用品調達基金 o 土地開発基金なよび国民

年金印紙調達基金の昭和 4 7年度になける運用状況について報告します。

昭和 48年 11月

日野市長 森田喜美男



昭和 47年度日野市公益質屋基金運用状況蓄

1 .基金

基 金 の 定 額 8，0 0 0，0 0 0 円

前現 2. 現 金 4 43，7 0 0 

年
在 庫在 3. 金 額 6，5 5 6，30 0 

度

末 高
4. 基金総額 2+3 スo00，000 

利子収入金額 2，24 9，69 6 

本 本年度 流質売却利子相当額 1 2 1， 5 4 8 

年
5. 

収入金額 流 質売却手数料 24，45 2 

度
そ の 他 22，8 4 3 

運 ー

6. 欠 損 処 分 。
用

、
状

z 本年度末現 金 2，340，350 

況
8. 在 庫 金 額 5，6 5 9，6 5 0 

9. 基金総額 7+8 8，0 0 0，0 0 0 
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昭和 47年度日野市公益質屋基金運用状況参考資料

1. 基金運用状況

年 度 貸 付 金 弁 済 金 利 子 流 質 フE 金 流質物処理 月平均在庫高

昭 和 47 年度 2 0，9 6 0，3 0 0 円 2 0，8 4 4，0 5 0 円 2，24 9，69 6 円
円

1， 1 58，9 0 0 
円

6，4 3ス629 円1， 0 1 2，9 0 0 

昭和 46 年度 2 0，5 0 2，2 5 0 1 8，922，90 0 2，1 2 0，3 5 7 879，900 1， 0 1 9，4 0 0 6，4 5 6，06 3 

増 滅 額 4 5 8，05 0 1， 9 2 1， 1 5 0 129，339 133，000 139，500 ム 18，4 34 

増 滅 率 OJO 虫o8 係 虫43 各 8.69 % 8.8 qも ム 省

2. 在 庫金額 3. 現 金

前年度末現在高 (1) 6，5 5 6，3 0 0 円

在
本年度貸付高 (2) 2 0，9 60，300 

庫 本年度弁済高 (3) 2 0，8 44，0 5 0 
‘田

流 質処分高 (4) 1， 0 1 2，9 0 0 

局

(心本年度末在庫高 ①→②-@-一④ 5，6 5矢650

本年度在庫増加高 ム 8 9 6，6 5 0 

前年度末現金有高 (1) 4 43，7 0 0 円

現
基 金繰 入 局 (2) 1， 0 0 0，0 0 0 

流質処分繰入高 (3) 1， 0 1 2，9 0 0 

貸付高対弁済高差引高 (4) 1 1 6，2 5 0 

金
(功 本年度末現金有高 ①十②十①42，b540，550 

4. 基 金

(A) 5，6 5 9，65 0 + (功 2，340，350
円

n
U
 

門

Unu 
nu 

nu 
n
U
 

Q
U
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収

支

入 額

出 額

翌年度繰 越額

回 転 率

昭和 47年度f財品調達基金遥局報告書

(単位:円)

9只24 8，0 7 6 

内 訳 前年度繰越金

払出回収金

6，266，633 

9 2，9 81， 443 

9 4，4 8 5，9 8 6 

内訳 前年度未払金

支払額

5，669，609 

88，81 6，377 

現

在
金

庫

4.7 6 2.0 9 0 

2，2 28，5 1 3 

3，9 9 0，6 03 

(現金+在庫)一未払金ころ， 00 0，0 0 0 

未払金

3 3. 0 8 回転
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昭和 47年 度 賄 品 調 達 基 金 運用状況

1. 月別運用状況 (単位:円)

決
収 入 支 出

ー 一一日

現 金
執行 額 未収金 在 庫 メ口入 言十 執行額 未 払 金 メ口入 言十

4 14，335，746 。 2，2 1 5，3 9 1 16，551， 137 1 2，0 1 8，3 8 3 1， 5 3 2，7 5 4 1 3，5 5 1， 1 3 7 2，3 1ス363

5 1 6，6 0 5，1 1 7 。 2，64 3，8 3 1 1 9，24 8，9 4 8 1 5，39 9，7 7 6 8 4引17 2 1 6，248，948 8，0 0 8，2 89 

6 6 4，5 1 6，9 2 8 。 2，3 8 3，6 0 5 66，900，533 5 5，0 2 0，04 2 8，8 80，4 9 1 63，90 0，533 引496，886

7 6矢330，544 7 1 2，8 0 0 2，2 2 1， 6 4 7 7 2，2 6 4，9 9 1 6 9，1 9 8，2 0 1 6 6， 7 9 0 6 9，2 6 4，9 9 1 1 3 2，3 4 3 

8 7 6，893，9 0 7 。 2，248，764 7 9， 1 4 2，6 7 1 7 4，0 6 0，4 7 2 2，0 8 2，1 9 9 7 6，1 4 2，6 7 1 2，83 3，43 5 

? 7 9，55矢217 。 2，6 05，0 26 8 2，1 6 4，2 4 3 7 5，8 3 0，2 6 7 3，333，976 7 9，1 64，2 4 3 3，72 8，9 5 0 

1 0 8 1， 2 8 1，2 6 8 。 2，60ス087 83，888，355 78，433，965 2，4 5 4，3 9 0 80，8 88，3 5 5 2，84ス30 3 

1 1 8 3，4 63，3 6 0 。 2，4 6 2，6 8 2 85，926，042 8 1， 5 5 2，2 7 6 1， 3 7 3，7 6 6 8 2，9 26，0 4 2 1， 911， 084 

1 2 8 6，4 1 9，0 8 6 。 2，5 55，8 8 6 8 8，9 7 4，9 7 2 8 4，7 7 1， 4 2 5 1， 2 0 3，5 4 7 85，9 74，9 7 2 1，64ス66 1 

8ス56 6， 7 4 0 。 2，833，423 9 0，4 0 0，1 6 3 8 5，5 1 6，9 5 2 1， 8 8 3，2 1 1 8ス40 0，1 6 3 2，0 4 9，7 88 

2 92，232，386 。 2， 7 1 7， 7 2 3 94，950，109 9 0，3 2 4，7 7 7 1， 6 2 5，3 3 2 9 1， 9 5 0，1 0 9 1， 9 0ス609

ろ ?引 24 8，0 7 6 。 2，2 2 8，5 1 3 1 0 1， 4 7 6， 5 8 9 9 4，4 7 8，1 2 2 3， 9 9 0， 6 0 3 l 9 8， 4 6 8， 7 2 5 4，7 6 9，95 4 

(在庫 2，2 2 8，5 1 3 基金
)一(

現金 4，7 6 9，9 5 4 未払金

ろ， 00 0，0 0 0 
， ~ ~ :' : ~: )ニス 864 (余剰金)

3，9 9 0，6 0 3 

2. 年度末における基金の状況

収

9 9，2 48，0 7 6 o I 2， 2 2 8，5 1 3 11 0 1， 4 7 6， 5 8 91 9 4， 4 8 5，9 8 6 1 0， 0 3 7 

足一

7

金
一
町
一

ω

現

(単位:円)

金寸
在

支 出

未払金|合 計

3，9 90，6 0 3 198，47 6，589 

余剰

余剰金執行額 j未収金 言十 執行額

4，7 6 2，0 9 0 

との表は余剰j金(ス 864円)を 5月 31日一般会計へ繰出し済のものです。
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目白加 47年度 過 不 足

ロロロ 名 規 格 単位 単 価

鉛 筆 HB消ゴム付 打 1 9 0 

/1 HB /1 1 3 0 

現 像 液 リコヒ::'-18L 缶 1， 8 6 0 

" コヒkタ-18L /1 1， 650 

上 質 紙 B4 45 K 〆 630 

/1 B 4 55 K /1 670 

デス クトレー 箱 235 

カ ーポン紙 プラスチック /1 1， 1 5 0 

" 筆記用 三円主主
/1 600 

感 光 紙
コピスター

冊 500 み の 版

ス タ Y プ台 赤 イ田 2 0 0 

ス タンフインキ /1 本 1 5 9 

ポー ノレペン ゼフ ラ =円色" 打 215 

/1 一 菱 赤 /1 213 
一

指 コ' ム 組 1 0 

ロットリングインキ 本 1 1 9 

言十

※ いずれも台帳登記数と在庫数との比較である。

詞

数量

7 

8 

2 

5 

5 

6 

2 

2 

3 

2 

3 

7 

4 

1 2 

7 

室主
Eヨ

(単位:円)

金 額

一一

ム 1， 3 3口

1， 0 4 0 

ム 3，720 

4，950 

3. 1 5 0 

ム 4，020

ム 470 

一
1， 1 5 0 

ム 1， 200 

ム 1，50 0 

ム 400 

4 7 7 

1， 5 0 5 

ム 852 

ム 1 2 0 

ム 833 

ム 2，17 3 
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土 地 闘 発 基 金

(単位:円)

左の 内訳 左の 内訳
決算年

決算年度
決算年度 決算年度

左の内訳 決算年度末の基金の内訳

前年度末 決算年度 決算年度 中の土地
土地取 度中の 中の運用 中の基金 土地取 土 地土地取得事

土地 得事業 運用 中の基金 一般財源 運用収益 末基金の 土地売
取得事業

対象額 運用額 土地得事業 業特別会計 運 用
特別会 額 却収入

特別会計

取得額 特別会
取得額 へ貸付中の基金の額

保有額 計へ貸 残額
増加 額 積立額 積立額 貸付金回 残額

付中の
額

収額
計への H もの

A ( a + b B F(A+B G f 貸付額 ( aー DjI(b-EjJ(F-G)+ c ) 
a もの C d e O(A+B) 

b !(d+c) D 守E、J +D+E) ( f + g ) g +f海 +g) 

100，000，000 。 。100000000 23，654，000 23，654，000 。123 ，654 ，000 。 。123，654，000 。 。 。 。 。123，654 ，000 
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‘ー

昭和 47年度目野市国民年金

印紙調達基金運用状況報告蓄

1.総括表 昭和 48年 3月 31日現在

ー--------------
金 額 イ庸 考

司a

円
基金の額 6，0 0 0，0 0 0 

印紙購入
6 9，7 3ス380

執 行状況

印紙売り捌き
6 5，1 7 6，0 2 0 

執行状況

印 紙残高 4，5 6 1，3 6 0 

預 金残高 1， 4 3 8，64 0 

1 ) 基 金 の 額 = 印 紙 残高+預 金残 高

6，0 0 0，0 0 0 4，5 6 1， 3 6 0 1， 4 3 8，6 4 0 

2 )印紙残高二印紙購入執行状況-印紙売り捌き 執行状況

4，561，360 6ヌ73ス380.

ろ)預 金残 高=基金の額一印紙残高

1， 4 3 8，6 4 0 6，0 0 0，0 0 0 4，5 6 1， 3 6 0 

6 5，1 7 6，02 0 
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2. 執行状況(月別)

~ 印紙購入状況

4 月 6，2 2 2，38 0 
円

5 月 1 0，71 5，0 0 0 

6 月 3，5 7 0， 0 0 0 

7 月 引13 0，0 0 0 

8 月 。

?月 ろ， 22 5，0 0 0 

1 0月 ス77 5，0 0 0 

1 1月 2，0 0 0，0 0 0 

1 2月 8，9 4 0，0 0 0 

4 8年 月 5，3 6 0，0 0 0 

2 月 4，0 0 0，0 '0 0 

3 月 8，8 0 0， 0 0 0 

メ口丘、 言十 6 9，73ス380

3. 回転 率

6矢73ス38 0 --:-6， 0 0 0， 0 0 0 x 

回転率

印紙売り捌き状況

8，7 55，0 1 0 
円

5，6 82，4 2 0 

6，1 06，550 

3，8 2 4，74 0 

2，4 5 4，35 0 

5，92ス550

4，7 1引750

2，9 7 6，1 0 0 

引60ス400 

4，1 43，7 5 0 

3，849，20 0 

ス129，200

6 5，1 7 6，0 2 0 

00==1.162 

1，1 62係



4. 印紙種別残高(48年度繰越分)

‘~ 印 紙種類 印紙残 高

(円印紙) (枚)

450 3 7 

第一種
550 6 8 

5，000 538 

800 1 5 
第二種

900 1，50 9 

750 1 1 2 
第二種

2，250 1 5 6 

1 0 291 
第四種

1 0 0 9 3 

メ口b、 言十 ~ 2，819 

印紙購入方法

小切手により即納

年間平均被保険者

1 1， 1 9 2 名

年間被保険者平均納付金額

6. 6 0 0 円

金 額

{円)

16，650 

3ス400

2，69 0，0 0 0 

12，000 

1， 3 5 8，1 0 0 

8 4，0 0 0 

3 51， 0 0 0 

2，910 

9，300 

4，561， 3 6 0 
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